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Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
推
進

校
長
　
一二
上
　
隆
裕

本
校
は
昨
年
度
、

Ｓ
Ｓ
Ｈ
（
ス
ー
パ
ー
・

サ
イ
エ
ン
ス

・
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
）
校
と
し

て
、
文
部
科
学
省
よ

り
五
年
間
の
研
究
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

昨
年
度
は

一
年
次
に
お

い
て
、
青
森

県

の
科
学
資
源
で
あ
る
３
Ｅ
Ｒ

（
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源

・
生
態
系
資
源

・
産
業
資

源
）
の
探
究
活
動
を
通
じ
て
、
科
学
的
な

物
の
見
方

・
考
え
方
の
基
本
と
な
る

「科

学
的
リ
テ
ラ
シ
ー
」
の
育
成
を
目
指
し
て

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
四
月
の

「探
究

型
学
習
の
進
め
方
」
の
講
演
会
か
ら
始
ま

り
、
五
月
の

「
３
Ｅ
Ｒ
講
演
会
」
、
六
月

の
弘
前
大
学
大
学
院
生
に
よ
る

「研
究
紹

介
」
等
に
よ
り
、
探
究
活
動
の
テ
ー

マ
や

仮
説
の
設
定
、
実
験

。
実
習
か
ら
ま
と
め

の
方
法
ま
で
、
探
究
型
学
習
の
進
め
方
を

学
ん
で
き
ま
し
た
。
生
徒
達
は
、
各
ク
ラ

ス
が
四
名
を

一
班
と
し
て
、
十
班
に
分
か

れ
、
「調
べ
て
、
実
験
し
て
、
ま
と
め
て
、

発
表
す
る
」
形
を
基
本
に
、
探
究
活
動
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

七
月
下
旬

の
中
間
発
表
会
（ポ

ス
タ
ー

発
表
）
を
経
て
、
八
月
に
は
、
「３
Ｅ
Ｒ
実
地

研
修
」
と
し
て
、
各
班
の
テ
ー
マ
に
関
連
す

る
、
県
内
十
六
の
研
究
施
設
や
民
間
企
業

等
を
バ
ス
七
台
で
訪
れ
、
施
設
見
学
や
実

験
講
座
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
班
の
取
組

の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
ポ

ス
タ
ー

発
表
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
も
い
た
だ
い

て
き
ま
し
た
。
十
月
に
は
そ
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
と
に
、
第
二
体
育
館
に
お
い
て
、
各

ク
ラ
ス
代
表
に
よ
る
「研
究
発
表
会
」
を
行

い
ま
し
た
。
ン」
の
発
表
会
で
の
上
位
二
班

は
、
十
二
月
に
弘
前
大
学
で
行
わ
れ
た
「県

高
校
理
数
系
課
題
研
究
発
表
大
会
」
に
お

い
て
も
、
発
表
し
て
い
ま
す
。
生
徒
達
は
、

こ
の
探
究
活
動

の
報
告
書
を
「南
陵
ゼ
ミ

ー
」
の
時
間
を
利
用
し
て
英
訳
し
た
リ
ー

フ
レ
ツ
ト
を
用
い
て
、
一
一月
に
は
、
弘
前
大

学
と
青
森
中
央
学
院
大
学
の
留
学
生
と
の

交
流
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
理
型

一
ク
ラ
ス
四
十
名
を

「Ｓ

Ｓ
Ｈ
コ
ー
ス
」
と
し
て
設
定
し
、

一
年
次

の
三
月
に
は
、
東
北
大
学

（医
学
部

。
工

学
部
）
と
筑
波
研
究
学
園
都
市
の
研
究
施

設

（
つ
く
ば
宇
宙
セ
ン
タ
ー
や
サ
イ
バ
ー

ダ
イ
ン
等
）
で
の
研
修
を
す
で
に
終
え
、

二
年
次
の
現
在
は
、
弘
前
大
学
の
理
工
学

部
と
農
学
生
命
科
学
部
の
各
研
究
室
と
連

携
し
た

「課
題
研
究
」
に
関
す
る
、
各
班

の
研
究
計
画
を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
は
、
「南
陵
ゼ
ミ
Ⅱ
」
を
活
用

し
た
海
外
の
高
校
生

（タ
イ
の
高
校
を
予

定
）
と

の
交
流
や
、
「南
陵
ラ
ボ
Ⅱ
」
を

活
用
し
た
、
科
学
者
と
し
て
の
基
本
や
心

構
え
を
学
ぶ

「科
学
者
必
携
」
等
、
レ
ベ

ル
の
高
い
取
組
を
通
じ
て
、
東
北
大
学
等
、

難
関
大
学

へ
の
進
学
も
視
野
に
入
れ
た
、

「科
学

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
を
育
成
し

よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
は

「地
域
に
学

び
、
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
の
育
成
」
を

目
的
に
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
の

一

つ
一
つ
へ
の
取
組
が
、
必
ず
や
生
徒

一
人

一
人
の
財
産
と
な
り
、
さ
ら
に
は
、
「人

間
力
」
の
育
成
に
つ
な
が
る
も
の
と
信
じ

て
い
ま
す
。
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生
か
さ
ね
て
い
る
自
分

父
母
と
教
師
の
会
会
長
　
長
内
幸
之
修

総
合
学
習
の
時

間

の

中

で
、

小

学

校

５
年

生

対

象

（豊
田
小
）
に

農
業
体
験
学
習
を

行

っ
て
、
二
十

一
年
目
に
な
り
ま
す
が
、

自
ら
の
興
味
や
関
心
を
も
と
に
、
地
域
や

自
然

の
中
で
様
々
な
体
験
す
る
こ
と
に

よ

っ
て
、
豊
か
な
感
性
ゞ
創
造
力
が
身
に

付
く
も
ん
で
す
ね
。
「流
石
」

高
校
時
代
は
、
皆
さ
ん
の
人
生
の
中
で

恐
ら
く

一
番
自
分
を
成
長
さ
せ
る
時
期
か

と
思
い
ま
す
。
勉
学

（最
優
先
）
、
ス
ポ
ー

ツ
あ
る
い
は
友
情
を
育
む
こ
と
に
精

一
杯

集
中
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
期
は
、
ま
さ

に
青
春
そ
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
大
い
に

青
春
を
爆
発
さ
せ
て
下
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
、

南
高
生
と
し
て
節
度
を
十
分
に
わ
き
ま
え

て
の
こ
と
で
す
が
。

ど
ん
な
人
で
も

一
人
で
は
生
き
ら
れ
ま

せ
ん
。
人
間
と
い
う
の
は
人
の
間
と
書
く

よ
う
に
、
人
は
人
と
人
の
間
で
お
互
い
に

●
０

・
◆

警

　

　

ヾ
を

◆

参

育
励
会
と
は
何
か

育
励
〈ム
代
表
理
事

藤
田
　
隆
彦

新
入
生
の
み
な

さ
ん
、
ご
入
学
お

め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
心
か
ら
お

祝
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

私
は
藤
田
隆
彦
と
申
し
ま
す
。
本
校

一

回
生
で
あ
る
と
同
時
に
育
励
会
代
表
理
事

を
お
お
せ

つ
か
っ
て
お
り
ま
す
。

〃
育
励
会
〃
て
何
で
す
か
と
問
わ
れ
る

生
き
て
い
ら
れ
る
の
で
す
。

皆
さ
ん
も
ご
家
族
以
外
の
多
く
の
方
、
例

え
ば
、
先
生
方
や
様
々
な
方
々
の
お
世
話
に

な

っ
て
今
日
を
迎
え
て
い
る
わ
け
で
す
。

で
す
か
ら
、
皆
さ
ん
も
高
校
生
が
で
き

る
範
囲
で
人
の
た
め
に
役
立

つ
こ
と
を
心

が
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
の
で
す
。

熊
本
、
東
日
本
大
震
災
で
は
、
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
の
人
た
ち
が
活
動
し
ま
し
た
。

高
校
生

の
姿
も
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
素

晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
自
分
が
他
の
人
、
社

会

の
人
た
ち
に
役
立

つ
と
い
う
事
は
、
自

分
が
他
の
人
た
ち
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
出
来
る
範
囲
で
の
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
に
是
非
、
参
加
し
て
み

て
下
さ
い
。
新
し
い
自
分
が
発
見
で
き
、
社

会
と
の
繋
が
り
が
広
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

保
護
者
の
皆
様
、
父
母
と
教
師
の
会
も

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

心
田
を
耕
す

つ
も
り
で
積
極
的
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
み
な
さ
ん
と

一
緒
に
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
、
南
高
校
の
た
め
に
尽

力
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

ど
う
ぞ
こ
の

一
年
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

●

◆

　

　

　

◆

◆

　

・

　

・

０

　

　

，

◆

　

◆

　

暑

と
い
わ
ゆ
る

″
後
援
会
″
弘
前
南
高
校
の

全
て
に
わ
た
り
応
援
し
て
い
る
団
体
で
あ

り
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
卒
業
生

と

一
緒
に
な
り
母
校
の
為
に
手
助
け
を
し

て
い
る
組
織
で
あ
り
ま
す
。

先
日
、
県
内
四
十

一
校
を
四
校
に
統
合

と
い
う
新
聞
記
事
を
見
て

「び

っ
く
り
」
。

弘
前
実
業
の
農
業
科
募
集
停
止
。
黒
石
商

業
の
統
合
等
が
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
声
は
ど
ご
に
？
我
が
母
校
弘
前

南
高
校
は
今
後
ど
う
な
る
の
か
。
心
配
で

あ
る
。
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お 後 で く し い

い
よ
い
よ
ジ
ヤ
ン
プ
の
年
‥

三
年
次
委
員
長
　
石
山
　
雅
大

昨
年

の
ご
挨
拶
で
は
、
高
校
生

活
を

三
段
跳
び

に
例
え

ホ

ッ
プ

（
一
年
次

）、
ス
テ
ッ
プ

（
二
年
次

）

と
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

い
よ
い
よ

三
年
次
、
こ
れ
ま
で
蓄
え
た
力
を

存
分
に
発
揮
し
、
進
学
、
就
職
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
道

へ
向

か

っ
て
大
き
く
ジ
ャ
ン
プ
す
る
年
で
す
。
今
年
度
も
弘
南

生

一
人
ひ
と
り
の
た
め
、
教
職
員

・
保
護
者
の
皆
様
と
と

も
に
全
力
で
バ
ッ
ク
ア
ツ
プ
し
て
い
き
ま
す
―

・
肇

◆

肇

　

・

　

；
◆

・
◆

・
肇

　

●
儀

１

１

１

肇

・
　

，
金

‥

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て

二
年
次
委
員
長
　
田
村
豊
佳
子

南
高
校
の
伝
統
的
行
事
で
あ
る

●
　

マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
例
え
る
と
二
年

次
で
は
中
間
地
点

・
折
り
返
し
と

ゴ
ー
ル
に
向
か

っ
て
走
り
続
け
ま

す
。
途
中
平
坦
な
道
の
り
で
は
な

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ゴ
ー
ル
を
目
指

自
分
の
ペ
ー
ス
で
走

っ
て
下
さ
い
。
周
り
に
は
支
え
て

れ
る
先
生
方

。
家
族

・
友
達
が
い
る
こ
と
も
忘
れ
な
い

下
さ
い
。
ゴ
ー
ル
ま
で
諦
め
ず
、
進
路
実
現
に
向
け
て

押
し
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
を

願
い
い
た
し
ま
す
。

，

◆

　

◆

　

●

　

　

　

●

●

一
◆

・
警

新
し
い

一
歩

一
年
次
委
員
長
　
封
馬
真
理
子

高
校
生
活
も

ス
タ
ー
ト
し
、
不

安
と
と
も
に
お
引
き
受
け
し
た
委

員
長
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る

色
々
な
学
校
行
事
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
、
教
職

員
の
方
々
、
保
護
者
の
皆
様
に
御
指
導
、
御
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
精

一
杯
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

等
生
徒
指
導
委
員
会

三
年
次
◎
佐
藤
　
晴
子

三
浦
　
克
之

菊
池
　
　
稔

二
年
次
○
今
井
　
正
樹

田
中
　
睦
子

一
年
次
○
成
田
佐
知
子

木
村
　
周
平

二
月
　
徳
子

≡
進
路
対
策
委
員
会

三
年
次
◎
長
内
　
央
臣

三
浦
　
世
津

成
田
　
釜
二

二
年
次
○
フ
オ
ー
サ
イ
ス

三
上
　
理
花

塚
本
　
正
美

一
年
次
○
鈴
木
　
勝
子

三
浦
千
恵
子

工
藤
奈
津
美

■
文
化
委
員
会

三
年
次
◎
高
谷
　
倫
友

外
川
　
公
章

二
年
次
○
工
藤
ア
イ
リ
ン

山
田
　
英
鈴

一
年
次
○
久
保
田
淳
子

藤
田
　
幸
子

〓
広
報
委
員
会

三
年
次
◎
相
馬
　
清
志

白
取
美
穂
子

二
年
次
○
米
澤
美
穂
子

田
村
豊
佳
子

一
年
次
○
丹
代
奈
津
子

山
峙
真
実
子

◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長

長
内
幸
之
修

奈
良
脇
麻
美

熊
谷
　
咲
子

内
藤
　
美
貴

木
村
　
　
聡

石
岡
　
　
悟

金
木
し
げ
み

工
藤

　
一
仁

境
　
美
穂
子

工
藤
　
孝
夫

雪
田
奈
津
子

小
山
内
圭
子

花
田
　
祐
司

長
内
　
五
月
　
秋
本
　
将
博

木
村
比
呂
樹
　
下
屋
　
真
理

・
エ
ド
ワ
ー
ド

佐
々
木
正
和
　
井
澤
由
美
子

木
田
　
春
美

山
本
　
茂
男
　
封
馬
真
理
子

佐
藤
　
千
秋
　
工
藤
　
直
也

隅
田
　
浩
巳

工
藤
　
秀
麿

田
中
　
葉
子

村
谷
早
智
子

鎌
田
　
宣
（貴

西
村
　
一
幸

石
山
　
雅
大

一
戸
久
美
子

藤
田
　
殉
子

種
市
　
美
鶴

長
尾
　
牧
子

太
田
　
悦
子

鳴
海
　
清
子

船
水
真
紀
子

鳴
海
　
昌
昭

谷
沢
　
孝
子

葛
西
　
成
子

菊
池
　
　
力

佐
藤
　
　
恵

木
田
　
真
澄

有
賀
　
朝
子

総
計
７４
名

平成29年 5月 31日 ②



最
後
の

一
年

保
護
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
昨
年
度
も
年
次
の
活

動
に
御
理
解
と
御
協
力
を
い
た

だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

い
よ
い
よ
高
校
生
活
の
最
後

の

一
年
と
な
り
ま
し
た
。
生
徒

は
、
自
身
の
進
路
志
望
を
達
成

塞

一軍
次
主
任
　
工
藤
　
旧鰹
心

す
る
た
め
に
、
必
死
で
努
力
を

重
ね
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
間
、
悩
み
苦
し
み
、
と

き
に
は
目
を
背
け
逃
げ
出
し
た

く
な
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う

が
、
そ

こ
で
諦
め
ず
立
ち
向

か
っ
て
、
最
後
に
は
苦
し
か

っ

決
意
、
新
た
に

二
年
次
は
、
部
活
動
で
も
学

校
行
事

で
も
中
心
的
な
役
割

を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
自
分
自
身

の

進
路
目
標
を
実
現
す
る
上
で
、

最
も
重
要
な
年
に
な
り
ま
す
。

こ
の
二
年
次
の
過
ご
し
方
で
、

未
来
は
変
わ

っ
て
い
き
ま
す
。

●
◆
ｏ
や
ｏ
‘
●
０
今
・
・
●
・
◆
苺
◆
・
奪

普
通
が
良
い

高
校
生
は
朝
、
学
校
に
行
き
、

学
校
で
勉
強
を
し
、
放
課
後
は

部
活
動
に
励
み
、
家
に
帰

っ
て
、

風
呂
に
入
り
、
夕
食
を
食
べ
、

余
暇
を
過
ご
し
、
勉
強
し
て
、

寝
る
こ
と
が
普
通
で
あ
る
。
私

は
、
ン」
の

翌
日
通
」
が

「幸
せ
」

な
こ
と
だ
と
思
う
。
ご
く
当
た

り
前
の
こ
と
は
何
も
感
じ
な
い

こ
と
が
多

い
が
、
人
に
よ

つ
て

第
二
年
次
主
任
　
一局
橋
　
知
子

日
々
、
漫
然
と
過
ご
し
て
い
て

は
、
あ

っ
と
い
う
間
に
三
年
次

に
な

っ
て
し
ま

い
ま
す

の
で
、

今
年
は
、
早
期
に
具
体
的
な
目

標
を
決
め
て
欲
し
い
と
思

っ
て

い
ま
す
。
五
年
後
、
十
年
後
、

自
分
は
何
を
し
て
い
る
か
？
と

も
う

一
度
、
自
分
自
身
に
聞
い

ｏ
◆
ｏ
◆
・
◆
・
・
●
●
●
幕
ｏ
み
ｏ
今
゛

第
一
年
次
主
任
　
一二
橋
　
敬
勝

は
こ
の

「普
通
」
が

「普
通
」

で
な
い
人
も
い
る
。
今
、
平
和

に
過
ご
せ
る
こ
と
に
感
謝
し
、

生
徒

一
人

一
人
が
描
い
て
い
る

未
来
予
想
図
に
近
づ
け
る
よ
う

に
努
力
し
指
導
を
続
け
た
い
と

思
う
。　
一
生
に

一
度
し
か
な
い

高
校
生
活
を
満
喫
す
る
た
め
に

も
、
翌
日
通
」
を
や
り
遂
げ
る

為
に
も
何
卒
、
が
」
父
兄
の
皆
様
、

た
け
ど
頑
張

っ
て
よ
か

っ
た
と

思
え
る
よ
う
な

一
年
に
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な

一
年
と
で
き
る
よ
う
、

年
次

一
同
精

一
杯
支
援
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
御
理
解
と
御
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

て
み
て
く
だ
さ

い
。
ま
だ
決
ま

ら
な
い
と
言

っ
て
、
勉
強
か
ら

逃
げ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
三
年

次

に
う
ま
く
繋
げ
る
た
め
に

も
、
決
意
を
新
た
に

一
歩
を
踏

み
出
し
て
欲
し
い
と
思

っ
て
い

ま
す
。

私
た
ち
は
、
そ
の

一
歩

一
歩

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
今
年
も
保
護
者

の
皆
様
、

ど
う
ぞ
御
協
力
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

◆
ｏ
幸
●
●
●
●
ヽ
一
０
◆
０
◆
■
◆
メ
●
・

ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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4月 22日 午後 1時から本校生徒会館にて、今年度のPTA
総会が行われました。前年度の庶務。決算報告、今年度の事

業計画・予算案が承認 され、新PTA会長には、長内幸之修 さ

んが選ばれました。

4月 22日 、総会後に、保護者向けPTA講演会が開催され

ました。今回はKDDI東 北総支社か ら東島正幸氏を講師に

むかえ、「子供がまきこまれるスマホ。ケータイの トラブル

の事例 と対策について」のテーマで行われました。数多くの

会員が参加 し、参考になる内容でした。

4月 6日 、今年度の入学式が行われました。55回生となる新

入生たちは、担任の先生に名前を呼ばれて、元気よく返事をし

ていました。また、新入生代表の佐藤祐希乃 さんが決意表明を

行いました。表紙の写真も入学式のものです。

t卦
・
::″I]1下 ,1

私立大学合格者 147名

平成29年度入試

国公立大学合格者数 (3/28現在)

札幌大 2

札幌学院大 5

北海道医療大 1

酪農学園大 2

北翔大 1

青森大 4

東北女子大 16

八戸工大 6

弘前学院大 20

青森中央学院大

弘前医療福祉大

岩手医大 2

盛岡大 1

仙台大 1

石巻専修大 4

東北学院大

東北工大 1

東北福祉大 8

東北医科薬科大 2

宮城学院女子大 5

仙台自百合女大 2

東北文化学園大 1

尚綱学院大 1

東北芸術工大 1

関東学園大 1

跡見学園女子大 1

獨協大 1

東洋学園大 1

麗澤大 1

大東文化大 1

拓殖大 1

東海大 3

東京音大 1

東京家政大 4

日本大 3

武蔵野大 1

明星大 1

立正大 1

神奈川大 4

関東学院大 1

横浜薬大 l

四国学院大 1

昨年、マラソン大会のお手伝いをさせて頂き生徒 さん達

の一生懸命走る姿に逆に感動させていただきました。そし

て今年も、走つて苦 しみながらも私たちの声援に元気に返

答 して くれる生徒 さん達の様々な姿に、又々た くさんの感

動を頂きました。来年もまたお手伝いに参加できることを

心から楽しみにしています。 進路対策委員 井澤由美子 就職 公務員関係(男 1名 女0名 計1名 )

自衛隊(自衛官候補生)1名

■PTA関係行事予定

6月 17日 (土)1・ 2年次PTA集会

7月 6日 (木)PTA進路対策委員会大学見学会(函館)

7月 6日 (木)～ 7日 (金)東 北地区高等学校PTA連合会盛岡大会

8月 8日 (火)県 高P連中南地区協議会「親と子と教師の集い」

8月 24日 (木 )～ 25日 (金)全 国高等学校PTA連合会静岡大会

学校名 学部名 計

北海道教育
大函館校

教  育 2

弘前大

人文社会 6

教  育 6

理  工 15

農学生命 4

弘前大学 合計 31

岩手大

人文社会

4教  育

理  工

東北大 工 1

秋田大 理  工 2

宇都宮大 工 1

電気通信大 情報理工 2

国立大 合計 43

名寄市立大 保健福祉 1

青森県立保健大 健康科学 4

青森公立大 経営経済

岩手県立大 ソフトウェア 2

富城大 食産業学類 1

国際教養大 国際教養 1

高崎経大
地域政策

3
経  済

新潟県立大 国際地域 1

公立大 合計 24

国公立大 合計 67
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